
前提 全員が自分自身の問題として自覚し、全員参加型の活動とします。 職務分担（実戦部隊の具体的な職務）・・・今後の議論を通じて精度を上げていく

①情報・広報部隊 ・受付業務（出入りチェック・避難者名簿作成・ＰＣ入力）

目的 ❶大地震を想定する。　 ❷共助のモデルづくりを目指す。 金子 小佐野 ・常用している薬のヒアリング・ボランティア・NPO受け入れ・掲示板制作

八尋 山本 （郁） ・片倉台以外の被害状況把握と広報・外部取材対応・関連施設の一覧表

組織 本部長 片倉台自治会長 大森 ・近隣の店舗の営業状況把握・避難者数の把握・個人情報保護

副本部長 副会長（３人） 山本　阿部　横山

②食料・物資部隊 ・援助物資の受け入れ・自治会在庫物資の供給・炊き出し・塩味噌醤油

実戦部隊 理事（１９名） 理事は全員参画 長島 森 ・熱源確保・非常食グルメ・赤十字協力依頼・物資在庫のストック場
ブロック長（１４名） 武井 ・各戸の余剰物資の寄付受付・布団・毛布・段ボール・生活備品
副ブロック長（１４名） ・段ボールベッド（高齢者）・蚊取り線香・除臭剤
班長（６２名）
公園リーダー（名）

③環境衛生・救護部隊 ・トイレ・ごみ・分別・ペット対策・場所の選定・数の割り出し・衛生管理

外部団体 日本赤十字 交通安全協会 野洲 鈴木 （央） ・感染症対策・応急手当・外科内科精神の振り分け・開いている医院の把握
片倉台小学校 多摩養育園 野間 ・生活ルールの作成
同　PTA 消防団
民生委員 石田工務店

市役所 ④防火・防犯部隊 ・避難所の安全管理・団地内見回り・在宅避難者のケア・被害状況把握

矢巻 小松 ・エリアの分担の決定・避難所、団地内夜間巡回・自警団的な動き

組織図 馬場 ・被害者発見
・避難所自治の総責任者
・市との折衝

本部長 ・記録作成 ⑤車両部隊 ・病人、けが人搬送・物資搬送・校庭内乗用車の出入り管理
大森 ・事務２名（太田・山口） ・二次避難所送迎・他の部隊の要請受け入れ・校庭内交通事故防止

奥田 ・自治会車、リアカー、電動自転車、理事の自家用車借り上げ
・定時ミーティング主催
・トランシーバー管理

山本 ・避難者自身への協力依頼 ⑥弱者支援部隊 ・要支援者ケア・子供のケア（遊び、娯楽、勉強など）・妊婦への配慮
・情報の共有化推進 横倉 ・授乳室・ハンディキャッパー対策・簡単な手話習得・買い物代行

須合 ・避難者のための相談、苦情の窓口・尋ね人の窓口
副本部長 副本部長

・外部団体の窓口（山本） 山本 阿部 横山
・実戦部隊の統括（全員） ⑦設備・施設部隊 ・体育館内レイアウト・校庭内の車とテントのレイアウト、ビニールシート
・経費予算管理（横山） 佐藤 ・自治会館、校舎の使用ルール・共用スペース確保・動線確保・更衣室
・近隣自治会との連携（阿部） 関谷 ・一人当たりの坪数・体育館、校庭のキャパ割り出し・校庭は一方通行
・本部長の補佐（全員） ・電気設備（空調・照明、充電）・各公園防災倉庫在庫の把握

・物資のストック場・ＴＶ、ラジオ、スポット、ランプ、ジェネレーター
・コンロ、プロパン・ストレッチャーが通れる通路確保

実戦部隊 ①部隊 ②部隊 ③部隊 ④部隊 ⑤部隊 ⑥部隊

職務 ブロック 班の数 世帯数 合計 職務 ブロック 班の数 世帯数 合計
理事 1 7 116 9 6 87

ブロック長 2 7 111 10 6 99
副ブロック長 公園リーダー - 3人 公園リーダー - 4人

班長 3 7 114 11 5 85
公園リーダー 4 6 118 12 7 139

公園リーダー - 5人 公園リーダー - 3人
＊実戦部隊は最も重要なユニットである。 5 8 123 13 5 92
＊理事は各実戦部隊を統括する。（最低２名） 6 6 90 14 8 227
＊平時に実戦部隊は担当職務についての打ち合わせなどを実施し、マニュアルを作成。 公園リーダー - 3人 公園リーダー - 3人
    同時に紙上訓練なども定期的に実施する。 7 7 128
＊情報の共有化と他の部隊への協力体制も準備する。 8 6 98
＊市役所の担当や専門家のアドバイスを受け、より完璧なものをつくり上げる。 公園リーダー - 3人 ・班の数90班
＊この組織は災害時の一時避難場所の公園から小学校に到着した時から開始される。
＊必要書類　小学校校庭・同体育館・同校舎・自治会館の平面図。
＊車両　自治会車（１台）・リアカー（３台）・電動自転車（２台）・理事や住民からの借り上げ車両
＊副本部長に経費担当を置いたのは、避難者にお金の心配をさせないためである。 ＊年度が替わっても職務分担は変えない。（ただし毎年職務内容の詳細は見直す）→職務マニュアル作成
＊行動は常に二人以上でおこなう。 　　担当を変えないことにより伝統になり、より精度が向上する。ご近所のコミュニケーションが密になる。
＊ゼッケン・ネームカード・帽子など避難者から識別しやすいような工夫が必要。 ＊各理事は活動を通じて新たな人材の発見を期待される。
＊女性の視点が重要。多くの女性の参加を。 ＊職務単位で、行動指針、具体的な策、必需品、問題点などを議論を通じて抽出する。

＊笑顔を絶やさない。ギスギスしない。Smile&Relax！ ＊敬称は略した。
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・公園リーダー　　　26名
・世帯数合計　　1535名
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